




 

 本分担研究の目的は母児の生理を指標として,パルス超音波診断装置の安全

性を究明することにあるが,まず東北大,中村徹氏らは従来よりのマゥス胎仔に

対する連続超音波照射実験を続行して,1W/cm2 照射群では対照群に比し,胎仔

死亡が多く,生存胎仔数が少ない傾向を認めた。Raj1 細胞の M期に 5W/cm2 の連

続超音波を 30 分間照射した所,非照射コントロール群および S-G2 期 60 分照射

群に比べ,10 倍の頻度で,脱コイル染色体が出現した。なお東北大産婦人科で昭

和 52 年 1 月 1 日から 12 月 31 日の間に超音波断層検査を受け,出生した児につ

き,外表奇形を検討した成績では,施行例の直前に出生した非施行例を対象とす

る,時,何ら有意差を認めなかった。 


